
最近の牛乳乳製品をめぐる情勢について

畜産局牛乳乳製品課

2024年４月
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Ⅰ 牛乳乳製品の需給動向
１ 生産動向

（１）生乳生産量

○ 生乳生産量は、1996年度をピークに飼養戸数や飼養頭数の

減少等により減少傾向で推移していたが、2019年度に増加

に転じた。また、2020年度は、基盤強化対策等の効果により、

都府県の生乳生産量が８年ぶりに増加に転じ、2021年度も

都府県と北海道ともに生乳生産量が増加した。一方で、2022

年度は生乳需給の緩和等を背景に４年ぶりに生乳生産量が

減少した。

2002年度→2022年度

全国  ：8,380千ﾄﾝ→7,533千ﾄﾝ

北海道：3,796千ﾄﾝ→4,254千ﾄﾝ

都府県：4,584千ﾄﾝ→3,279千ﾄﾝ

○ 2022年度は生乳需給の緩和や生産コストの上昇等を背景

に生産抑制等の取組により、生乳生産量は、前年比▲1.5％

の減少。仕向け別には、牛乳等向けは▲1.4％減少。また、

生乳生産量の減少により、脱脂粉乳･バター等向けは

▲3.1％、生クリーム等向けは▲1.1％減少。チーズ等向けは

堅調な需要により＋3.0％増加。

○ 2023年度（4-2月）は、前年度の傾向に加え、夏場の猛暑の

影響により、生乳生産量は、前年比▲3.1％の減少。仕向け

別には、牛乳等向けは▲2.5％、脱脂粉乳･バター等向けは

▲5.9％、チーズ等向けは▲5.0％、生クリーム等向けは

▲0.6％減少。

注１： 生クリーム等は、生クリーム・脱脂濃縮乳・濃縮乳に仕向けられたものいう。
注２： 生乳仕向割合のうち、脱脂粉乳・バター等、チーズ、生クリーム等については、

   補給金交付対象の変更により、18年度は前年の数値と接続しない。
注３： 2023年度の数値は速報値。

○ 生乳生産量の推移（年度別）

－ １ －

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、(独)農畜産業振興機構「販売生乳数量等（速報）」、
        （一社）中央酪農会議「用途別販売実績」等

＜年度推移＞ ＜月別推移＞（2023年2月～2024年2月）

○ 生乳仕向割合の推移
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(２ )  牛乳等

○ 牛乳等の生産量は、大きなウエイトを占める飲用牛乳等（牛

乳、加工乳･成分調整牛乳）のうち、牛乳は新型コロナウイル

ス感染拡大による家庭内需要の高まり等により、2015年度以

降増加傾向で推移。2022年度は物価高騰に加え、11月には

牛乳乳製品自体の値上げによる影響もあり▲1.5％減少。

加工乳・成分調整牛乳は減少傾向で推移していたが、牛乳

より安価等の特徴もあり、2022年度は＋0.8％増加。

乳飲料は比較的好調に推移してきたが、2014年度以降減少

傾向で推移し、2022年度は▲0.8％減少。

はっ酵乳は、好調な機能性商品の販売等を背景により増加

傾向にあったが、2021年度以降は減少に転じ、2022年度は

▲7.8％減少。

○ 2023年度（4-2月）において、牛乳の生産量は価格の値上げ

等の影響から、前年同期比▲2.0％、加工乳・成分調整牛乳は

▲1.6％、乳飲料は▲0.8％、はっ酵乳は▲5.2％減少。

○ 牛乳等の生産量の推移

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」

－ ２ －

牛 乳

乳飲料

はっ酵乳

加工乳・成分調整牛乳

＜年度推移＞

＜月別推移＞

注１： 牛乳、加工乳・成分調整牛乳は、15年度以降新しい調査定義に基づいており、14年度以前の
数値とは 接続しない。（15年度は新定義、旧定義それぞれの牛乳生産量、加工乳・成分調整
牛乳生産量。）

注2： 2023年度の数値は速報値。
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（３）乳製品

１ バター・脱脂粉乳の生産量

○ バター・脱脂粉乳の生産量は、「生乳需給の調整弁」とし

     て、生乳生産と需要に応じて変動。

○ 2022 年度において、生乳生産量の減少による仕向け量

の減少により、バターの生産量は▲2.6％減少の73千トン、脱

脂粉乳の生産量は▲3.3％減少の154千トン。

○ 2023年度（4-2月）において、生乳生産量の減少による

仕向け量の減少により、バターの生産量は▲8.4％減少の

61千トン、脱脂粉乳の生産量は▲6.3％減少の131千トン。

２ バター・脱脂粉乳の在庫量

○ バターについては景気の回復や海外相場の高騰を背景に、

2022年度初めごろから国産製品の消費量は堅調に推移して

いることに伴い、 2024年２月末の在庫量は前年同期を

▲7.5千トン下回る23千トンと、2022年５月以降前年同期を下

回って推移している。脱脂粉乳については生産量が消費量を

上回って推移していたが、昨年10月以降在庫低減対策等の

取組の効果から、前年同期に比べ減少しているものの、消費

量の低迷により在庫を積み増す状況であり、2024年２月末の

在庫量は前年同期を▲26.2千トン下回る52千トンとなってい

る。

○ バター・脱脂粉乳の生産量の推移

－ ３ －

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構調べ
注：バター･脱脂粉乳の在庫量は、牛乳乳製品統計と機構調べの在庫量を合計したもの（牛乳課推計）

○ バター・脱脂粉乳の在庫量の推移（月別）

＜脱脂粉乳＞

＜バター＞

＜年度推移＞

＜月別推移＞

脱脂粉乳

バター

（）は前年同期からの
在庫の増減（千トン）

2023年度（4-2月）
バター  ：▲8.4％
脱脂粉乳 ：▲6.3％

(＋8.3)(＋9.5) (▲2.6)(＋5.8)
(▲0.3)

(＋8.7)
(▲3.3)(＋13.7)

(▲1.2)

(＋7.6)

（千トン）

（千トン）

(▲7.5)

(▲26.2）



２ 消費動向

【牛乳等】

○ 2022年度において、牛乳等の１人当たり年間消費量は、牛乳は

前年度比▲1.1％減少、加工乳・成分 調整牛乳は＋1.2％増加。

【チーズ】

○ チーズの1人当たり年間消費量は、食の洋風化や健康機能の評  

価により、増加傾向で推移していたが、新型コロナウイルスの感

染拡大以降、業務用需要減少の影響や国際相場の上昇等から

輸入量が減少しており、増加傾向は一服。2022年度は、商品の

値上げや容量変更に加え、食料品をはじめとした物価高騰によ

り節約志向が高まり、嗜好品であるチーズの買い控えが起こった

こと等により減少。

○ うち国産チーズの１人あたり年間消費量は、近年は生産量と同

様に横ばいで推移していたが、2022年度は、チーズ仕向け量の

増加や円安、国際相場の上昇により、輸入品の価格優位性が低

くなったこと等により前年度比＋2.3％増加。

【生クリーム】

○ 生クリームの１人当たり年間消費量は、2020年度からの新型コ

ロナウイルスの感染拡大による業務用需要の落ち込みからの回

復により増加傾向だったが、2022年度は微減。

－ ４ －
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○ 牛乳等の１人当たり消費量の推移（年度別）
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○ チーズ、生クリームの１人当たり消費量の推移（年度別）

資料：農林水産省「食料需給表」、「チーズの需給表」、総務省「人口推計」「国勢調査」
注１：牛乳及び加工乳・成分調整牛乳の消費量は、15年度以降新しい調査定義に基づいており、 以前の数値と連続しない。
注２：１人１年当たり消費量は、１年当たり生産量(又は需要量)/各年度10月１日現在の総人口。
注３：チーズ及び国産チーズは2010年と2011年は接続しない。   
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Ⅱ 酪農経営の動向

１ 戸数等の推移

○ 乳用牛飼養戸数は、減少傾向が続いており、2023年は前年

比▲5.3％の減少。飼養頭数は、2003年以降減少してきたが、

2018年に16年ぶりに増加に転じ、2022年まで５年連続で増加し

ていたが、2023年は生産コスト等の上昇により、▲1.1％の減少。

○ １戸当たり経産牛頭数は、一貫して増加傾向で推移しており、

特に北海道では規模拡大に伴い大きく伸長。2023年は全国で

前年比＋2.5％と増加。

○ 経産牛１頭当たり乳量は、2010-2011年度は2010年の猛暑、

2022年度は飼料費の高騰等の影響等により減少している

ものの、長期的には増加傾向で推移。

○ 乳用牛飼養戸数・飼養頭数の推移（年別）

○ １戸当たり経産牛頭数の推移（年別）○ 経産牛１頭当たり乳量の推移（年度別）

－ ５ －

資料：農林水産省 「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」
注１ ：各年とも２月１日現在の数値である。ただし、経産牛１頭当たり乳量は年度の数値である。

 ２ ：経産牛一頭当たり乳量は｢当年度生乳生産量÷当年と翌年の経産牛頭数の平均｣から算出している。
３：1戸当たりの経産牛頭数は「経産牛飼養頭数÷総飼養戸数」から算出している。
４：2020年から統計手法が変更されたため、2020年以降の数値は、2019年までの数値と接続しない。

なお、2019年の値は現行の統計手法を用いて集計した数値を参考値として記載している。

うち、経産牛頭数

１
戸
当
た
り
経
産
牛
頭
数
（頭
／
戸
）

（＋1.0 ）

（＋2.5）

（＋2.9）

◆全  国

■北海道
▲都府県

(▲1.1)

(▲5.3)

2022年度

 ◆全  国：8,871 kg（▲0.8％）
■北海道：8,946 kg（▲1.3％）
▲都府県：8,774 kg（▲0.1％）

北 海 道

全 国

都 府 県
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２ 酪農経営の収益性

（１）生産コストと所得の推移

〈生産コスト〉

実搾乳100kgを生産するためのコスト(全算入生産費)は、

2015年度は、子牛価格の上昇による副産物収入の増加等に

より、特に北海道において減少したものの、2016年度以降は、

流通飼料費、乳牛償却費の上昇等により増加傾向で推移。

2021年は乳牛償却費は減少したものの、配合飼料等の流

通飼料費の高騰等により増加。

2022年は配合飼料をはじめとした資材価格の高騰や子牛

価格の低落による副産物収入の減少により大幅に増加。

〈所得〉

実搾乳100kg当たりの所得は、近年、主産物価格の上昇等

により増加傾向で推移していたものの、2020年以降は、生産

コストの増加に加え、主産物価額の低減により、所得は減少。

2022年は、都府県では主産物価額の上昇がみられたもの

の、生産コストが大幅に増加したことから北海道・都府県とも

に所得は前年から減少。

全
算
入
生
産
費
（

円
／
生
乳
１
０
０
㎏
）

○ 実搾乳100kg当たり全算入生産費と所得の推移（年度別 ※）  

そ の 他 ※

牧草・放牧・採草費

労 働 費

乳 牛 償 却 費

流 通 飼 料 費

＜北海道＞

＜都府県＞

所
得
（

円
／
生
乳
１
０
０
㎏
）

（▲2.8）

（＋2.9）（＋2.5） （＋1.1）
（▲2.8）

（＋4.7）
（＋2.2）

所得（右軸）※

－ ６ －

（▲1.8）

（▲50.4）

（＋3.3）

（▲51.2）

資料：農林水産省「畜産物生産費」
注1：「その他」は、飼料費及び乳牛償却費を除く物財費に地代、利子を加算し、

副産物価額を差し引いたもの。

注2：消費税含む。

注3：所得は「主産物価額-｛全算入生産費-（家族労働費＋自己資本利子＋自作地地代）｝」

から算出。

注4：2019年調査から調査期間を調査年４月から翌年３月までの期間から

調査年1月から12月までの期間に変更した。

年度 年

年度 年

（＋2.8）
（＋2.2）

（＋0.5） （▲0.7）

（▲7.8）

（＋5.4）
（＋2.5）（＋5.1） （＋2.2）

（＋10.4）

（＋11.9）
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（２）飼養頭数規模別の生産コスト

○ 2021年の平均飼養頭数規模の生産コスト（全算入生産

費、実搾100kg当たり）は、北海道では9,393円（83.9頭）、都府

県では10,637円（47.4頭）となった。

○ 都府県よりも北海道の方がコストが安く、どちらも規模拡大

が進むにつれ、コストは概ね低下傾向であったが飼料費の高

騰等により増加。

－ ７ －

全
算
入
生
産
費
（

円
／
生
乳
１
０
０
㎏
）

○ 実搾乳100kg当たり飼養頭数規模別全算入生産費（2021年）

資料：農林水産省「畜産物生産費」
注1：「その他」は、飼料費及び乳牛償却費を除く物財費に地代、利子を加算し、

副産物価額を差し引いたもの。

注2：消費税含む。

その他 ※

牧草・放牧・採草費

労働費

乳牛償却費

流通飼料費

＜北海道＞

＜都府県＞
（83.9頭）

（47.4頭）
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○ 総合乳価の推移（年度別）

○ 主な生産資材価格の推移（月別）

－ ８ －

資料：農林水産省「農業物価統計」、「飼料月報（旧：流通飼料価格等実態調査）」
注： １．乳子牛価格について、ホルおす、交雑種(F1)は生後7～10日、ホルめすは生後６ヶ月程度。税込み価格。

  ２．配合飼料価格は、乳牛用・工場渡価格（バラ物、税込み価格）。
３． 2023年1月以降の子牛価格は、速報値。
４. 農業物価統計について、2019年以前は2015年基準、2020年以降は2020年基準を採用。

（３）総合乳価及び主な生産資材価格

○ 総合乳価は、2007年度以降は乳価の引き上げ等から上昇

傾向で推移したものの、近年はその傾向も一服。新型コロナ

ウイルスによる需給緩和の影響から、加工向けの仕向け量

の増加により、2020年度以降は前年を下回って推移していた

が、2022年度は、飼料費等資材価格の高騰を踏まえた同年

11月の飲用等向け乳価の10円引き上げ等により、前年を上

回って推移。

○ 子牛価格について、

  ホルおす及び交雑種(F1)は、2020年２月以降、新型コロナウ

イルスの感染拡大の影響による枝肉価格の低下に伴い低下

し、その後も低調に推移。

       ホルめすは、2015年以降初妊牛価格の高騰に伴い高価格

で推移したのち、2018年以降は初妊牛価格の下落に伴い下

落傾向で推移しており、コロナの影響により、生乳需給の緩

和基調が長引いていることから、2021年度以降は下落に拍

車がかかっている。

       また、直近では、エサ価格高騰による育成農家や肥育農家

の導入意欲の減退等から、子牛価格は大幅に下落。

○ 配合飼料価格は、飼料メーカーが自由な競争の下で、飼料

穀物の国際相場、海上運賃(フレート)や為替レート等の動向

を反映して設定。

       乳牛用配合飼料の工場渡価格は、2018年以降ほぼ横ばい

で推移していたが、2020年度第4四半期以降は、とうもろこし、

大豆かすの国際相場の高騰に連動しており、2022年２月のロ

シアウクライナ侵攻の影響も加わって、上昇傾向で推移して

いたが、2024年1月の乳牛用配合飼料価格は92.5千円/トン

（▲2.2％）と前年をわずかに下回った。
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生乳取引価格から集送乳経費や手数料を控除し、
加工原料乳生産者補給金等を加算したもの
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（▲2.2）

2024.2

（+1.2）

資料：農林水産省「農業物価統計」
注： １．2022年度の総合乳価は、速報値。

２.平成21年度までは平成19年基準。平成26年度までは平成22年基準。令和元年度までは平成27年基準。令和２年度からは
令和２年基準。
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保証価格 基準取引価格 補給金単価 交付対象数量 安 定 指 標 価 格

年度 ① ② ①－② バター 脱脂粉乳 全脂加糖練乳 脱脂加糖練乳

円／㎏ 円／㎏ 円／㎏ 千トン 円／㎏ 円／25㎏ 円／24.5㎏ 円／25.5㎏

1975年度 80.29 57.57 22.72 1,380 999 11,540 8,018 6,600 

1980 88.87 64.30 24.57 1,930 1,253 12,530 8,620 7,610 

1985 90.07 70.17 19.90 2,300 1,276 13,530 8,950 7,960 

1990 77.75 65.98 11.77 2,350 1,065 12,833 8,178 7,305 

1995 75.75 64.26 11.49 2,300 993 12,841 8,055 7,193 

2000 72.13 61.83 10.30 2,400 910 13,090 8,211 7,333 

Ⅲ 加工原料乳生産者補給金等

１ 加工原料乳保証価格等の推移 

注：１ 保証価格及び基準取引価格は、1986年度以前は乳脂肪分3.2％、62年度以降は同3.5％のものについて定めた。
注：２ 1989年度以降は、消費税（税率は1996年度まで３％、1997年度以降は５％）込みの価格である。

２ 加工原料乳生産者補給金単価等の推移

注：１ 2001年度以降は、保証価格、基準取引価格、安定指標価格は廃止。
 ２ 2014年度から、チーズ向けについて加工原料乳生産者補給金の対象に追加した上で、脱脂粉乳・バター等向けと区別して単価及び対象数量を設定。
 ３ 2017年度から、生クリーム等向けについて加工原料乳生産者補給金の対象に追加した上で、補給金単価及び交付対象数量を一本化。
 ４ 2018年度から、加工原料乳生産者補給金と集送乳調整金に分け、別々に算定。

※１ 2018年度からは、総交付対象数量。 ※２ うち13万トンの単価は脂肪分のみに充てる。－ ９ －

年度

補給金単価
集送乳調整金単価

（うちALIC関連対策）

交付対象数量※１（うちALIC関連対策）

脱脂粉乳・
チーズ向け

生クリーム等 脱脂粉乳・
チーズ向け

生クリーム等

バター等向け 向け バター等向け 向け

円／kg 円／kg 円／kg 円／kg 万トン 万トン 万トン 万トン

2001年度 10.3 － － － － 227 － －

2006 10.4 － － － － 203 － －

2011 11.95 － － － － 185 － －

2012 12.2 － － － － 183 － －

2013 12.55 － － － － 181 － －

2014 12.8 15.41 － － － 180 52 －

2015 12.9 15.53 － － － 178 52 －

2016 12.69 15.28 － － － 178 52 －

2017 10.56 － 350 350

2018 8.23 2.43 340 340

2019 8.31 2.49 340 340

2020 8.31 2.54 345 345

2021 8.26 2.59 345 345

2022 8.26 2.59 345 345

2023 8.69 2.65 340（10） 330

2024 8.92 2.75（0.07） 343（18※２） 325



３ 加工原料乳生産者経営安定対策事業（ナラシ） 

－ １０ －

年度
補塡基準価格（円） 全国平均取引価格（円） 低落額（円） 補塡金単価（円） 対象数量（千トン） 発動額（億円）

① ② ③＝①－② ④＝③×0.8 ⑤ ⑥＝④×⑤ うち国費

脱
脂
粉
乳
・バ
タ
ー
等
向
け

2001(H13) 61.83 61.83 ― ― ― ― ―

2002(H14) 61.83 61.83 ― ― ― ― ―

2003(H15) 61.83 61.99 ― ― ― ― ―

2004(H16) 61.88 60.31 1.57 1.26 2,096 26 20

2005(H17) 61.37 59.33 2.04 1.63 2,050 33 25

2006(H18) 60.54 58.91 1.63 1.30 2,030 26 20

2007(H19) 59.51 59.82 ― ― ― ― ―

2008(H20) 59.35 67.12 ― ― ― ― ―

2009(H21) 61.95 70.88 ― ― ― ― ―

2010(H22) 65.94 69.37 ― ― ― ― ―

2011(H23) 69.12 71.97 ― ― ― ― ―

2012(H24) 70.74 75.10 ― ― ― ― ―

2013(H25) 72.14 75.08 ― ― ― ― ―

2014(H26) 74.05 78.90 ― ― ― ― ―

2015(H27) 76.36 81.08 ― ― ― ― ―

2016(H28) 78.35 81.47 ― ― ― ― ―

チ
ー
ズ
向
け

2011(H23) 44.21 47.23 ― ― ― ― ―

2012(H24) 45.72 50.48 ― ― ― ― ―

2013(H25) 47.30 51.27 ― ― ― ― ―

2014(H26) 49.66 62.81 ― ― ― ― ―

2015(H27) 54.85 67.90 ― ― ― ― ―

2016(H28) 60.66 69.05 ― ― ― ― ―

加工原料乳の全国平均取引価格が補塡基準価格（過去３年間の全国平均取引価格の平均）を下回った場合に、生産者に補塡金（差額の８割）を交付する事業 

加工
原料乳

2017(H29) 80.81 83.43 ― ― ― ― ―

2018(H30) 82.44 83.89 ― ― ― ― ―

2019(R1) 83.18 84.09 ― ― ― ― ―

2020(R2) 83.80 82.86 0.94 0.75 3,214 24 18

2021(R3) 83.61 80.72 2.89 2.31 3,418 79 59

2022(R4) 82.55 81.25 1.30 1.04 3.410 35 27
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